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 陸上植物や緑藻の光合成器官である葉緑体は細胞内部に多数存在しており，ミトコンドリアなどと同

様に核とは別の独自のDNAを保持している．現在，さまざまだ生物学的証拠から，葉緑体は，既にミト

コンドリアを獲得した真棒細胞に，CO。固定能を有するバクテリアが共生することによって生じたもの

である，と考えられている．

 葉緑体で光エネルギーの吸収のために用いられる光合成色素は，クロロフィルaおよびbであるが，

CO。固定能を有する現存のバクテリアの大多数を占めるシアノバクテリアでは，クロロフィルaとフィ

コビリンが用いられている．ところが，近年，クロロフィルaおよびbをもってCO・固定を行なうバク

テリアが発見され，これが葉緑体の起源生物であろう，との考えから‘Proch1orophyta’（原始緑藻類）と

いう新たたグループに分類することが提唱された（Lewin（1976））．しかし，Proch1orophytaに属する

生物種の各種配列データ（核酸および蛋白質）が蓄積するにつれて，Proch1orophytaが葉緑体に最も近

いとする見解（Morden and Go1den（1989））と，それを疑問視する見解（Tumer et a1．（1989））とが，

対立するようにたってきた．

 そこで我々は，現在利用可能な蛋白質一次構造（アミノ酸配列）データに，「蛋白質分子系統樹の最尤

推定法」（Kishino et a1．（1990））を適用し，「葉緑体に最も近いCO。固定バクテリアは何なのか」を明

らかにするための解析を試みた．葉緑体，シアノバクテリア，Proch1orophytaに共通に存在する蛋白質，

すたわち，光化学系II関連蛋白質（PSBA），RuBPカルボキシラーゼの大小サブユニット（RBCL，S），

およびRNAポリメラーゼC1（RPOC1）について解析したところ，いずれの蛋白質に関しても，「Pro－

ch1orophytaよりもシアノバクテリアの一種，Qmoμom切mゴ。mの。yaneIIe，が葉緑体に最も近

い」，とする系統樹の尤度が高くたることが明らかとなった．さらにこれらの系統樹の信頼性は，PSBA

およびRBCL，Sに関しては95％以上にものぼった．今回の解析は，Proch1orophytaが葉緑体の起源で

あるとする説をしりぞける結論をもたらしたが，この結論が正しいとすると，クロロフィルbは，

Prochlorophytaと葉緑体とでそれぞれ独立に獲得された形質であるということになる．
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